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前 書 き
このプロジェクトは，「情報文化論」を学際的に充実させていこうとする努力の一環として，継続的
に実施しているものである。文学や文化の問題を，社会情報学の中で新しく捉え直してみようという
のがその趣旨であり，また，欧米と日本についての比較という関心も通底している。今回の《小特集》
は，１）平成15年度の「情報化時代における「教養」の意義―日本，英米，ドイツの比較―」（第８回
社会情報学部シンポジウム［2005．１．26］，及び『群馬大学社会情報学研究論集』第12巻の《小特集》
に成果発表），２）平成16年度の「文学メディアとジェンダーの歴史」（『群馬大学社会情報学研究論集』
第13巻の《小特集》に成果発表），３）平成17年度の「都市と文学メディア」（『群馬大学社会情報学研
究論集』第14巻の《小特集》に成果発表），４）平成18年度の「翻訳と情報社会」（『群馬大学社会情報
学研究論集』第15巻の《小特集》に成果発表），５）平成19年度の「情報社会と芸術」（『群馬大学社会
情報学研究論集』第16巻の《小特集》に成果発表），６）平成20年度の「メディアとしての歴史と文学」
（『群馬大学社会情報学研究論集』第17巻の《小特集》に成果発表），７）平成21年度の「作家・メディ
ア・読者」（『群馬大学社会情報学研究論集』第18巻の《小特集》に成果発表）に続く，８）平成22年
度社会情報学部学際・総合型プロジェクト「性愛とメディア」の成果発表である。以下，本プロジェ
クトの当初の問題意識，各論文の骨子，論文間の脈絡，研究で得られた知見・感想，補遺的考察を，
順を追って簡略に述べておきたい。
＊ ＊ ＊ ＊ ＊
映画『アラビアのロレンス』（1962）の中で，主人公T.E.ロレンスは，彼が命がけでネフド砂漠か
ら救出したアラブ人ガシムを，アラブ陣営内部の部族間の対立を防ぐために自分の手で処刑し，また
自分を慕ってついて来た少年の１人ダウドを，彼自身の英雄（預言者）気取りから企てられた無謀な
シナイ半島横断の際に，流砂に呑み込ませてしまう。以後，ロレンスの表情に懊悩が滲むが，それは
所謂人道性から発したものではない。不快な自己発見に基づくものである。以下は，ロレンスと，カ
イロ英軍司令部のアレンビー将軍との，そのことについてのやりとりである。
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Lawrence:“There was something about it I didn’t like.” 不快なことを経験したのです。
Allenby:“Well,naturally.” まあ，それは当然というものだろう。
Lawrence:“No.Something else” いや，そういうことではないのです。
Allenby:“That’s all right.Let it be a warning.” 気に病むな。今後避けるようにすればよかろう。
Lawrence:“No.Something else.” 違うのです。そういう問題ではないのです。
Allenby:“What,then?” では，何だと言うのだね？
Lawrence:“I enjoyed it.” 私は，それを楽しんだのです。
これは人間という薄気味悪い生物についての，表立ってはなかなか言えない裸形の述懐になってい
る。南京やルワンダなど，こうした深層の闇を想定せずには説明がつくまい。しかしロレンスは，こ
の後で，トルコの将校から（おそらく）性的陵辱を受け，その体験も彼の自信を内部から突き崩した
に相違ないのだが，こちらのほうの，もう１つの得体の知れない人間の性
さが
については，殺人に対する
と同様の率直さは発揮されず，ロレンスはただ悩ましく黙
もだ
すのみである。その沈黙は，「性」というも
のが，最も真実が語りにくい人間的事象の１つであることを問わず語りに呟いているようだ。
性行為なくして人間社会は存続し得ない。全員が厳格な禁欲を遵守する「清い」社会であれば，人
間社会などたちまち滅んでしまうであろう。以前，貴族で一番重要な務めは性交であるとのエピグラ
ムを読んで，なるほどと納得したことがあるが，貴族社会の好色は，マイノリティーの種族保存にとっ
ての必要条件になっているということに，なぜかわれわれは迂闊になりがちである。日本の王朝文学
に「色」の世界の話が多いのも，裏から見れば似た消息があろう。ジョルジュ・バタイユが指摘して
いるように，性の対極にあるのは労働であり，初期のプロテスタンティズムが労働を神聖化したこと
と，禁欲生活を強調したことは，同じ盾の両面である。貴族とヤクザだけが労働から免れ，ボス猿の
ように，性に大きな精力を割くことができる。
性行為は誰がどうやっても，“the beast with two backs”（“la be?te a?deux dos”）にならざるを得
ないというところ，排泄行為ともども，われわれが営々と築き上げてきた“the paragon of animals”
としての「威厳」を，情けなくも損なうものになっており，それゆえであろうか，性については，外
的にも内的にも様々な趣向が凝らされ，ゴールに至るまでのバージン・ロードを飾っている。江戸時
代の遊廓などその典型で，花魁（太夫）を揚げることは，文化的素養と財力から見放されている野暮
天には端から無理であったとされている。性と文化は，全面的にではなくとも，銀婚式を迎えた夫婦
くらいには息を合わせ，手に手を取り合って互いを sophisticateさせてきたのだろう。ファッション
などはその好例であり，現代の女性は笑うであろうが，ヘンリー八世の有名な肖像画の，王自身が意
識していた性的なチャーム・ポイントは，そのふくらはぎの線にあったと言われている。つまり，ふ
くらはぎの線がmale plumageになっていたということだ。精神的な美質とてその例外ではない。「男
らしさ」「女らしさ」は，畢竟するところその源泉を，codpieceや口紅の近傍に有しているはずである。
現代の「先進国」では過去の遺物になっているようだが，往時の男性の心を捉えた女性の“coyness”
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もその１バージョン以外ではあるまい。
全体人間は，こうした性愛文化を，歴史的にどのように展開させ，それについてどう考え，どのよ
うに表現し，どう伝えてきたのだろうか―?それが，本プロジェクトの出発点となる問題意識であった。
一種の歴史研究ということになるが，人類史を扱うことは時間的にも紙数的にも無理なので，両研究
者が同時代人として現実に生きてきた短い日本の戦後史を共通の研究対象とすることとした。
『カンタベリー物語』について，学生に，「バースの女房の話」だけは読まないようにと勧告すると，
どの学生も「バースの女房の話」だけは読むというジョークがあるが，ことほど左様に，性はわれわ
れの強い下世話な好奇心を喚起する秘事でもある。それは，性が，石部金吉的なアプローチで が明
く問題でもなければ，かといって妙にさばけた視線でも，大通的なおちゃらかしの蔭に，大切なもの
が遣りすごされてしまいかねないことを，それとなく警告しているようだ。
＊ ＊ ＊ ＊ ＊
(Ａ) ?戦後日本の性愛とメディア」は，日本の戦後史を10年ごとのスパンに区切って，それぞれの
時代的特性を素描したもので，通常の政治，経済史を，性風俗とメディアの観点を絡めて眺め直した
歴史になっている。人類史の規模からすれば，小さな島国の中の，しかも60年余というきわめて短い
時間の歴史ということになるが，それでもその変化は予想以上に大きなものであった。無論，現代を
特別にデカダンな時代と捉えたがるのは，どの《現代》にも言える通弊であって，例えば戦国時代の
60年余を現実に生きてみれば，日本の戦後をむしろ平穏な時代と思い直すかもしれない。それは認め
るとしても，日本の戦後史は，人類史の中でも変化の大きなほうの時代の１つであったとは言えるで
あろう。その変化を生み出した大きな要因として，１）戦争，及び占領軍の対日政策，２）経済発展
とその停滞，３）メディア技術の発展の３つが挙げられている。そしてそうした歴史に基づいて，性
愛とメディアとの入り組んだ関係が考察されている。
(Ｂ) ?性と文学メディア―戦後日本文学の性愛表現―」は，性愛についての情報や思想を伝達する
ことのできる「メディアとしての文学」という視点に特化した日本の戦後史になっている。最初は，
（Ａ）と（Ｂ）を合体させた戦後史を描き，その上で１つの文学作品の作品論を執筆することを意図
していたが，それでは歴史の方が，書きたいことの10分の１も書けそうもないことが判明し，むしろ
二つを別稿にして，それぞれが少しでも多く書けるようにした。しかし文学メディアは，同じメディ
アとは言っても，科学技術メディアとは範疇を異にするものであるから，短い素描では少し紛然とす
る危惧があり，結果として，分けてよかったと思っている。時代の性風俗と文学における性愛表現と
の間には，少なくとも抽出したサンプルについては，顕著な照応関係が見られた。やはり文学は，こ
の領域においても，「時代を映す鏡」の機能を果たしていることが窺えた。
(Ｃ) ?性とメディア―日本における1960年代の性描写」は，戦後史の中でも大きな節目となる60年
代を集中的に考察した論考になっており，60年代という時代の活力が，文学・映画作品に様々な形で
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表現されていることを，個々の具体的な作品について検証している。そしてこの時代の性愛表現に，
１）政治的，ないし近代批判的なメッセージ性，２）愛と性の分離，３）幻想的なエロティシズムの
追求といった要素が見られることが指摘されている。大島渚，今村昌平監督の映画作品では，「抑圧」
に対する反逆のエネルギーとしての性という点が共通項として抽出されている。
（Ａ）と（Ｃ）は，ともに60年代という時代が，性風俗，性観念に対して起こした革命的意義を確
認し，それが《時代のうねり》の中で，社会の諸事象と連関しながら生起していること，そしてそれ
が文学・映像メディアに如実に反映しているという認識を共有している。平成20年度の学際・総合プ
ロジェクト「メディアとしての歴史と文学」での１つの結論であった，文学の「（歴史的）記録性」が
持つ重要性は，今回の共同研究でも再確認された。われわれは60年代の文学や映画によって，《時代》
の息吹に触れ，その時代に生きる疑似体験をすることができる。文学や映画の価値は，それが読者・
観客にどれだけの感銘を与えるかという点が強調されがちだが，同時代の感銘というものは，長期に
亙る価値という意味では，実はそれほどあてになるものではなく，新しい時代の波に洗われると，途
端に色褪せてしまうことが往々にしてある。一方，ある時代の内実をしっかりと描き込んでいる文学
や映画作品は，たとえ同時代の評価はそれほど芳しくなくとも，その価値は，別の時代になってから，
燻し銀のような光を永続的に放ち始めるものである。（絵画におけるフェルメールやワイエスの魅力と
通じるものがあろう。）
また今回初めて歴史を書くという行為を試みてみて，歴史は，読むよりも書くことの中で遥かに鮮
やかに蘇ってくることが体感された。そして，ただ単に政治や経済の「重大な」歴史的事件を点綴す
るだけの常套的な歴史よりも，性やメディアという，われわれの日常生活に密着した観点を取り込む
ことで，歴史は数等生き生きとしてくるようであった。性やメディアは，「裏面史」や「技術史」に任
せておくべきではない，われわれの生活の根幹に関ってくる事象である。ポール・ヴェーヌ『歴史を
どう書くか』（1982）にいう「過去の日常的な陳腐さを再創造する」仕事の重要性が再認識された。わ
れわれが今送っている陳腐な生活というものは，現代の只中にあるゆえに陳腐なのであって，その中
には，時を隔てて見れば，深い歴史的魅力を持つようになる原石が含まれている。それを見出して生
き生きと語る（研磨する）ことのできる能力が歴史家には求められている。端的に言えば，それが社
会情報学的歴史観だということになろう。
（Ｂ）と（Ｃ）を比較すると，谷崎潤一郎『瘋癲老人日記』，川端康成『眠れる美女』，大江健三郎
『セブンティーン』，野坂昭如『エロ事師たち』が共通して取り上げられているのが目を引く。取り上
げる具体的な作品については両執筆者の自由に任せ，一切制約を設けなかっただけに，興味深い一致
であった。個々の作品についての評価や着眼点については多少違いもあるが，それは多様な解釈を許
容する優れた文学の懐の深さであると考えることができる。（Ｂ）と（Ｃ）のいずれもが，これらの文
学作品に一定の高い評価を与えているがゆえに取り上げているわけだが，それはなぜかと考えてみる
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に，１つには，性が解放され始めた黎明期に，新旧両世代の優れた文学者が，いずれも性愛表現に瑞々
しい意欲を示したということがあるように思われる。60年代が，大きな世代交代期にあたり，旧世代
の文豪は，老年の性というテーマを掘り下げることになった。
D.H.ロレンスは，エッセイ“Pornography and Obscenity”（1929）において，（英国の）19世紀と
いう世紀が，性を覆い隠すことによって，人間を生の活力から疎外し，ひどく猥褻にしてしまったと
糾弾している。ロレンスの議論には単純化の傾向が否めなくあるのだが，急所は鋭く衝いていて，所
謂“genteel tradition”は，日本人の目から見ても，文明社会の虚飾と陰の卑猥を助長したように見え
る。西洋の模倣を国是とした近代日本もまた，厳めしさと勿体ぶりの虚勢を張り，その皺寄せが女性
に押しつけられた。『野菊の墓』（1906）のような可憐な女性が描かれ，国民は彼女の loyaltyに涙した。
森鷗外の「じいさんばあさん」（1911）もその翁媼版で，お伽話的な女性観に立脚している。こうした
「先進国」に広く見られた虚構に風穴が開けられ始めたのが1960年代というわけである。時代の主た
る牽引役は，イギリスでも日本でもなく，ピューリタニズムによって同じように，ないしもっと執拗
に，性的に抑圧され続けてきたアメリカであった。
＊ ＊ ＊ ＊ ＊
今回のプロジェクトで得られた一番大きな成果は，われわれ人間を含めた《自然》には，コミュニ
ケーション（交感）を可能にしてくれている装置（メディア）が備わっていて，性は，その中でも最
もprimaryなものの１つであることが仄見えてきたことであった。メディアは ?自然メディア」と
?文明メディア」に二大別して考えるのがよく，われわれが通常 ?メディア」と呼び慣わしている ?文
明メディア」の一部は，「自然メディア」を補完・拡張する目的で考案されてきたものだが，皮肉にも
それが，脚の能力を補完・拡張する目的で発明された自動車がわれわれの脚を虚弱化させてしまうよ
うに，「自然メディア」を衰弱させたり，病理的にしてしまう場合があり，それがどうやら「ポルノ」
の問題と絡んでいるように思われた。
「ポルノ」をどのように考えるべきかは，（Ｂ）にも少し触れてあるが，結論が出しにくい問題の１
つになっている。Lady Chatterley’s Loverが，性器の名前を表に出したということで裁判沙汰となり，
ポルノ文学の代表的存在として，一般大衆も官憲の尻馬に乗って得手勝手に茶化し，日本も西洋の顰
みに倣って有罪判決を出して「文明国」としての体裁を保とうとしたのであるが，例えば（Ｂ）の性
愛描写の抜粋を通観してみれば，Lady Chatterley’s Loverの一体どこがポルノなのか，誰しも首を傾
げずにはいられまい。「徒らに性欲を興奮又は刺激せしめ，かつ，普通人の正常な性的羞恥心を害し，
善良な性的道義観念に反するもの」という最高裁判決（昭和32年３月13日）は，「徒らに」「普通人の
正常な」「善良な」といった灰色の言辞によって，ほとんど何も規定していないに等しいものとなって
いる。それぞれに「官憲の目から見て」を付加すれば，現実に即した，意味の通る規定になったであ
ろう。これを逆に言えば，この社会にはポルノを定義する能力がないことを暗に暴露していることに
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なる。宗教は精神的な「官憲」であるから，結局は同種のドグマにならざるを得ないし，また多くの
宗教がそうしているように，性を本来忌避すべきものとすると，人間社会そのものの否定になってし
まう。男性宗教者が，女性を不浄視しながら，よく花鳥等の自然を詩化することがあるが，そうした
自然の愛でられる部分こそ性そのものであるといってもよいのであるから，どことなく間が抜けた話
になる。伝統的宗教は，性の扱いにおいて，近代文明に劣らず，やゝnaı?veすぎたのではないだろうか。
男性器，女性器は著しく美観に欠けると言う人がいるが，ではなぜ男性はストリップ劇場であのよ
うに陶然として女性器に見入り，女性は男性ストリップであのように fascinationの表情を浮かべる
のであろうか。古代の男根信仰，女陰信仰は，原始的とされ，現代人はそれに対して困惑顔でニヤニ
ヤするのであるが，生物としては古代人の方がよほどまっとうである。（無論，現代のバッキンガム宮
殿の前に巨大なPhallus像を建立したりすれば，それこそ噴飯ものであろう。われわれの硬化した文
明は，もうそうした純朴なものを，隠喩や象徴のヴェールなしには受入れることができなくなってい
るのである。）
しかし，俗世間には絶対的な基準が作れず，結局多数者や権力者が捏造
でっち
上げているだけの「ポルノ」
などは，悪しきフィクションにすぎないと言い切るのも躊躇われる。例えば「裏切り」という行為を
潔しとしない人は少なからずいるだろう。ペテロですら犯してしまったように，誰もが大なり小なり
やってしまうことでありながら，自分自身で卑劣な行為だと，忸怩たる思いに苛まれることになる。
多数者や権力者の基準に抵触するから忸怩とするのではない。虚構のモラルに誑かされているわけで
もない。そして興味深いことは，もし悪い意味でのポルノというものがあるとすれば，それに対して
感じるものは，「裏切り」に対して感じるものと大変似通ったものがあるように思われるということで
ある。
pornographyの語源は，周知のように，“description of prostitutes”であり，そのことはこの問題
を考えていく上でよい手掛かりを与えてくれる。なぜなら売笑婦は，本来の尊い性の機能を裏切った
使い方をしているからである。互いに好き合った男女が最終的に交わすコミュニケーションがcoitus
であるなら，誰しもそれを自然なものと認めるに吝かではあるまい。売笑は，そこに歪んだ不実が持
ち込まれているという意味で病理であり，人間と人間のコミュニケーションの原理（倫理）に対する
violation（＞rape）になっている。「裏切り」が醜悪なのも，それが相手の情につけこんだレイプに等
しい行為だからである。文法を冒涜した文と言ってもよい。したがって文学・映像メディアにおいて
も，「売笑関係」ではない，自然な愛情に基づいた性を描けば，それはたとえ性器を描いてもポルノに
はならない。Lady Chatterley’s Lover の ConnieとMellors，『遠雷』の満夫とあや子，『ベッドタイ
ム・アイズ』のキムと「スプーン」の間には，心の真実の交流があるゆえに売笑関係とは無縁で，そ
の性愛描写も幸福感に満ちている。『肉体の門』は売笑婦の物語であるが，売笑ではない肉体関係であ
るから，原義的な意味でもポルノにはあてはまらない。不倫関係であっても，配偶者を裏切っている
という倫理的な問題を別にすれば，魅かれ合っているという自然がある以上，ポルノにはなりにくい。
『エロ事師たち』はポルノ産業に携わる人間たちを描いており，（Ｂ）の抜粋部は，まさに精神的交
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流のない性行為の graphicsになっている。では『エロ事師たち』はポルノなのかといえばそうではな
い。野坂の描きたかったのは，「精神的交流のない性行為」のような奇態な行為を人間はなぜするのか，
そしてなぜ金を払ってまでそういうものを見たがるのかという問いと絡み合った感慨なのであるか
ら，それがある限り，「色情をそそる」だけのポルノとは次元の違うものになってくる。しかしそこま
で認めたとしても，色情をそそる純正ポルノのどこが悪いのか，と開き直られれば，金儲けのどこが
悪いのかという開き直りにも似て，応接に窮せざるを得まい。色情も，食欲やら金銭欲やら権勢欲と
並んで，“pursuit of happiness”の一環であり，現代のブルジョワ的自由主義社会にあっては，十分
な市民権があるからだ。そもそも色情を含まない性行為というものがあるのだろうか？ある女性たち
は男性の，またある男性たちは女性の，色情を歓迎する場合もあるのではなかろうか？
文学や映画の鑑賞は，単なる消閑や商売でなければ，自分の中にある雑多な可能性の中から，顔や
指紋のように，自分にふさわしい固有の考えにたどり着こうとする企てであり，《多数者》とは，よき
につけ悪しきにつけ，自ずと袂を別たざるを得ない，個別具体化の創造的変異の芽を含むものである。
その意味では，第一回の学際・総合プロジェクト「教養」の問題と，何かしら相通ずるものがあるよ
うに思われる。何が教養かという問題に対する答えが画一的（社会的）には出せないように，何が猥
褻かという問いにも一律の答えはない。国家はそれでは困るので，適当な基準を設けて規制するので
あるが，それは事の性質上，いつも曖昧たらざるを得ないし，また根拠薄弱たらざるを得ない。しか
し《個人》の内部でなら，「ポルノ」に対する明確な基準も対応も存在し得るし，実際それがなければ，
人は性のアポリアから永久に抜け出せないままだろう。そしてその基準を形成する上で，性愛を描い
た文学ないし映画は，“food for thought”になり得るということだ。
文化には，上の階級の文化を，下の階級が模倣して，それで自分たちの文化度を底上げしようとす
る傾向が存するのはよく知られている。貴族階級の行事であった雛祭りを庶民が模倣して取り入れた
り，藁葺き屋根の家に住んでいた庶民が，武家屋敷の瓦葺きの家に憧れたりするのもその現れである。
現代の日本人はそのほとんどが，一種の集団的幻想によって，総中流的な文化度を達成したと思われ
ているのであるが，その中には性愛文化も含まれているのではないだろうか。動物的な欲望充足的な
性ではなく，幾つものステージを経て性行為に至る文化，官能性を諸感覚で味わい，時間をかけて享
楽する―?その意味ではグルメと相関性が高い―?文化は，かつては上層階級（江戸時代には富裕な町
人階級も）の独占物の如くであったが，今や庶民層にもそうした文化が広まっているということであ
る。勤労を終え，自由な時間と金を手にしたわれわれは，「たった１度しかない人生」を楽しむべく，
プチ貴族として，かつての宮廷人のようにamour(rette)の幻園に遊ぶことができる。戦後の日本に蔓
延した性を享楽する風潮は，（Ａ）に指摘があるように，戦争・冷戦と資本主義文化の影響が無視でき
ないが，さらにその底には，こうした有閑階級的閑雅を模倣しようとする，どこかいじましい欲求も
あるように感じられる。
佐野眞一の労作ルポルタージュ『性の王国』（文藝春秋，1981）には幾つか印象的な話が収録されて
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いるが，次は，「セプテンバ ・ーセックス」の章で紹介されている，ある地方都市の特別養護老人ホー
ムに入れられている72歳の男性の事例である。
……大柄で，若い頃は芸者遊びに膏血をしぼったらしく，すっかりあぶらっ気の抜けきった端正な顔だちにその面
影が残っている。箱根で旅館を営んでいたが，五十一年に脳血栓で倒れ入園，妻は六十五歳，子供は一男一女ある。こ
のホームの男性入園者のなかでは唯ひとりのオムツ使用者である。
強度の右上下肢マヒ，言語障害もひどくほとんど聞きとることができない。便いじりも二日に一回はあり，ほとんど
きけない口で「オレのは金色だからきれいだ」といったり，壁やシーツに塗りたくったりする。とりわけ，面会にきた
妻が帰ったあとは激しい。
不思議なことに，排便も食事も自立もできないのに，妻が面会にきた晩，必ず夢精がみられる。マヒの状態からみて，
オナニーは考えられない。また，妻が面会にきた晩，獣のようなものすごいうなり声を一晩じゅうあげている。
佐野はこれを，「外部からはうかがい知ることのできない暗い万華鏡のような性の世界」の一例とし
て挙げている。日々傍で声を聞き匂いを嗅ぎながらこの男性に接していれば，確かにそのような暗い
印象に圧倒されてしまうであろうことは容易に想像がつく。しかし少し距離を置いて眺めてみれば，
この逸話ほど，性が人間の根源的なメディア―?“social animal”であるためのメディア―?であること
を，感動的に物語っているものは少ないかもしれない。この男性はそれほどまでに，妻である女性と
の根源的なコミュニケーションを求めたのであり，便いじりも，明らかにその代償行為になっている。
性に潜む猥雑なエネルギーを，完全に文明化したり，抹殺したりすることはできないし，またしな
いのが賢明というもの，無菌状態の中の人間は，虚弱と虚偽を宿命づけられてしまう。文明が虚相に
転じたとき，性は反逆の烽火を上げるための自然発火装置にもなっている。われわれのほとんどは，
文化によって増幅／抑制される，煩悩という名の自然な欲望に，鼻面を引き回されながら果てるのが
定め，巷間の処々に蟠踞する性的猥雑さに対しては，それらと交わって楽しむことができるのなら，
交わって猥雑に花を添えるもよかろうし，また個人として，「敬鬼神而遠之」という立場を取るのも，
それはそれで，今生のつつましい花と言うべきであろう。月並みな言種になってしまうが，両者相俟っ
てこそ，この世は曲がりなりにも，どうにかこうにか営まれているのに違いない。
（南谷覺正）
54 ――小特集―― 性愛とメディア
